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埼
玉
県
山
岳
連
盟
・平
成
１
６
年
度
役
員

※
新
任

名
　
誉

〈ム
　
長
　
　
　
・
・浅
見
　
上
ユ
　
　
（恵
流
峰
会
）

参
　
　
　
　
　
与
　
　
　
・
・大
沢
　
一元
Ｔ
井
上

守
司
・野
井

篤

・
北

千
恵
吉

（小
鹿
野
山
岳
会
）
・
井
古
田
忠
男

（本
庄
山
の
会
）

。
北
田

紘

一

（浦
和
西
岳
友
会
）
。
新
井
　
宏
司

（奥
武
蔵
Ｗ
Ｖ
）

・
大
野

好
司

（高
　
体
　
連
）

△ム
　
　
　
　
　
長
　
　
　
・
・田
中
　
文
男

（浦
和
山
岳
会
）

副
　
　
〈ム
　
　
長
　
　
　
・
。中
田
　
弘

　

（浦
和
渓
稜
山
岳
会
）

副

　

〈ム
　
　
長
　
　
　
・
・武
井
　
正
男

（深
谷
山
岳
会
）

副
　
　
会
　
　
長
　
　
　
・
・森
下
健
七
郎

（高
　
体
　
連
）

監
　
　
　
　
　
事
　
　
※
…
佐
藤
　
求

　

（あ
ゆ
む
山
の
会
）

監
　
　
　
　
事
　
　
※
‥
内
野
　
安
登

（
エ
コ
ー
山
の
会
）

理
　
　
事
　
　
長
　
　
　
・
・福
田
　
靖

　

（た
ら
つ
ぺ
山
の
会
）

副
　
理
　
事
　
長
　
　
　
・
・大
谷
　
明

　

（高
　
体
　
連
）

副
　
理
　
事
　
長
　
　
※
‥
村
岡
　
正
巳

（加
須
Ｃ

・
Ｃ
）

事
　
務
　
局
　
長
　
　
　
・
・加
藤
　
一昌
之

（深
谷
山
岳
会
）

《
専
門
委
員
会

・
委
員
長

・
理
事
》

指
導
委
員
会
　
　
　
　
※
‥
野
村
　
善
弥

（あ
ゆ
む
山
の
会
）

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会
　
・
・大
倉
　
至

　

（高
　
体
　
連
）

国
体
委
員
会
　
　
　
　
　
・
・長
谷
川
　
茂

（熊
谷
山
岳
会
）

選
手
強
化
委
員
会
　
　
　
・
・大
谷
　
明

　

（高
　
体
　
連
）

遭
難
対
策
員
会
　
　
　
　
・
・瀬
藤
　
武

　

（浦
和
渓
稜
山
岳
会
）

海
外
登
山
委
員
会
　
　
※
‥
天
野
　
賢

一

（遠
峰
山
岳
会
）

自
然
保
護
指
導
委
員
会
　
・
・山
口
　
定
男

（我
逢
人
　
信
越
山
の
会
）

ジ
ュ
ニ
ア
委
員
会
　
　
※
‥
小
沢
　
直
宏

（高
　
体
　
連
）

広
報
委
員
会
　
　
　
　
※
‥
岩
井
田
正
昭

（あ
ゆ
む
山
の
会
）
委
嘱

企
画
委
員
会
　
　
　
　
※
‥
村
岡
　
正
巳

（加
須
Ｃ

・
Ｃ
）

５
９
国
体
実
行
委
員
会
　
・
・平
沼
　
伸

一

（小
川
山
の
会
）

５
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

担
当
副
会
長
　
　
※
‥
武
井
　
正
男
※

（深
谷
山
岳
会
）

実
行
委
員
会
　
　
※
‥
牧
野
　
要
雄
※

（浦
和
渓
稜
山
岳
会
）

連
　
盟
　
事
　
務
　
所
　
一ご
いｏ‐ｏい８

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町
忍
保
１
５
９
５

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
９
５
・
３
３
・
８
５
６
３
　
　
福
田
　
靖
方

事
務
局
・
文
書
送
付
先
　
一こ
『９
８
ド
　
群
馬
県
新
田
郡
尾
島
町
粕
川
甲
５
２
２

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
７
６
・
５
２
・
１
２
７
６
　
　
加
藤
　
一昌
之
方

武
甲
山
縦
走
競
技
・影
森
小
学
校
よ
り
山
頂
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
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【平
成
１
６
年
度
評
議
員
総
会
】
議
事
録

期
　
　
日
‥
１
６
年
５
月
２
９
日

（土
）

Ｐ
Ｍ
ｌ
‥
０
０
～
Ｐ
Ｍ
２
‥
３
０
　
総
会

Ｐ
Ｍ
２
‥
３
０
～
　
顔
合
わ
せ

・
懇
親
会

会
　
　
場
‥
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー

。
３
Ｆ
会
議
室

出
席
者

・
委
任
状
提
出
名

【評
議
員
】
計
４
４
名

（敬
称
略
）

内
野

（委
）
、
庄
司

（委
）
、
三
ツ
木

（代
）
、
田
中
、
掛
川
、
佐
藤
、

飯
島
、
芝
田
、
国
谷

（代
）
宮
坂

（代
）
、
小
川
、
山
口
、
原

（委
）
、

宮
督

（代
）
、
井
上
、
小
高
、
宮
田
、
長
谷
川
、
湯
本

（委
）、

熊
谷

（委
）
、
逸
見
、
井
上

（委
）
、
磯
田

（委
）
、
大
平

（委
）
、

中
島

（代
）
、
原

（委
）
、
新
井
、
内
野
、
大
澤

（委
）
、
平
野

（委
）
、

柳
下

（代
）
、
平
沼

（代
）
、
岩
崎

（代
）、
板
橋

（代
）
、
大
倉
、

大
谷
、
古
峰
、
矢
萩
、
土
屋
、
岩
波

（委
）
、
長
村

（代
）
、
柳
原
、

岩
崎

（委
）
、
中
川

（委
）

※
注

・
（代
）
代
理
出
席
、

（委
）
委
任
状
提
出

※
欠
席
届
者
‥
計
３
名

　

（敬
称
略
）
岩
武
、
北
田
、
澤
田
、

【理
事
等
】
計
１
３
名

（敬
称
略
）

牧
野
、
中
田
、
鳥
、
瀬
藤
い
野
村
、
堀
江
、
天
野
、
加
藤
、
福
田
、

計
良
、
村
岡
、
澤
田
、

（委
嘱
）
岩
井
田

１

・
開
会
の
言
葉
　
・
・福
田
理
事
長

２

・
会
議
成
立
宣
言
‥
司
会
　
加
藤
事
務
局
長

（会
議
成
立
状
況

・
規
約
第
２
６
条
）
定
足
数
の
１
／
２
以
上
で
成
立

議
決
権
数

・
６
０
名

（団
体
）
の
う
ち
４
４
名
参
加
成
立
。

３

・
会
長
挨
拶
　
　
・
・田
中
会
長

４

ｏ
議
　
　
　
事

議
長
選
出
‥
執
行
部

一
任
の
賛
成
多
数
に
よ
り
選
出
決
定

‥
加
須
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
‥
古
峰
会
長

第
１
号
議
案
‥
平
成
１
５
年
度
事
業
総
括
報
告
‥
加
藤
事
務
局
長

事
　
務
　
局
　
　
　
　
・
・加
藤
事
務
局
長

指
　
導
　
部
　
　
　
　
・
・野
村
部
長

近既
　
技
　
部
　
　
　
　
・
・村
岡
理
事

（部
長
代
理
）

遭
難
対
策
部
　
　
　
　
・
・瀬
藤
部
長

海
外
登
山
部
　
　
　
　
・
・鳥
部
長

自
然
保
護
部
　
　
　
　
・
・山
口
部
長

広
　
報
　
部
　
　
　
　
・
出
石
井
田
部
長

５
９
国
体
実
行
委
員
会
‥
平
沼
委
員
長

国
体
選
手
強
化
委
員
会
‥
大
谷
委
員
長

※
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認

・
可
決

第
２
号
議
案
‥
平
成
１
５
年
度
決
算
報
告
‥
加
藤
事
務
局
長

決
算
報
告
‥
田
中
会
長

・
（報
告
）
加
藤
事
務
局
長

会
計
監
査
‥
審
査
の
結
果
、
適
正
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

監
　
事
　
小
高
　
英
雄

・
芝
田
　
信
子

※
質
疑
な
し

・
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認

・
可
決

第
３
号
議
案
‥
　
平
成
１
６
年
度
～
１
７
年
度
役
員
‥
会
長
は
執

行
部
案
を
福
田
理
事
長
が
提
案
。
副
会
長
は
会
長

一
任
に
よ
る
。

会
長
‥
田
中
　
文
男

・

副
会
長
‥
武
井
　
正
男

。
森
下
　
健
七
郎

・
中
田

ク
弘

※
質
疑
な
し

。
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認

・
可
決

理
事
会
の
報
告
と
し
て

理
事
長
‥
福
田
　
靖

・
副
理
事
長

・
大
谷
　
明

副
理
事
長

・
村
岡
　
正
巳

・
事
務
局
長
‥
加
藤
　
｛昌
之
、

以
上
を
決
定
し
た
。

新
役
員
抱
負

・
代
表
挨
拶

（田
中
会
長
）

県
岳
連
組
織
の
強
化

。
国
体
の
成
功

・
５
０
周
年
事
業

・

遭
難
対
策
事
業
の
強
化

。
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た
事
業

育
成

¨
財
政
の
確
立

・
等
を
目
指
し
て
取
組
ん
で
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
員
の
一
致
協
力
を
望
む
。

第
４
号
議
案
‥
平
成
１
６
年
度
事
業
計
画
‥
加
藤
事
務
局
長

今
年
度
よ
り
部
会
制
度
を
廃
止
し
、
委
員
会
制
度
に
切
替

し
た
。
今
後
は
各
委
員
会
に
於
い
て
事
業
を
計
画
立
案
、

報
告
決
算
す
る
こ
と
を
行
動
指
針
と
す
る
。

事
務
局
長
が
全
委
員
会
に
つ
い
て
代
読
説
明
。

事
　
務
　
局
　
　
　
　
・
・加
藤
　
一昌
之

（深
谷
山
岳
会
）

指
導
委
員
長
　
　
　
　
・
・野
村
　
善
弥

（あ
ゆ
む
山
の
会
）

国
体
委
員
長
　
　
　
　
・
・長
谷
川
　
茂

（熊
谷
山
岳
会
）

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
長
‥
大
倉
　
至

（高
体
連
登
山
専
門
部

・
東
）

遭
難
対
策
委
員
長
　
　
・
・瀬
藤
　
武

（浦
和
渓
稜
山
岳
会
）

自
然
保
護
委
員
長
　
　
・
・山
口
　
定
男

（我
逢
人
　
信
越
山
の
会
）

海
外
登
山
委
員
長
　
　
・
・天
野
　
賢

一
（遠
峰
山
岳
会
）

ジ
ュ
ニ
ア
委
員
長
　
　
・
・́小
沢
　
直
宏

（高
体
連
登
山
専
門
部

・
南
）

広
報
委
員
長
　
　
　
　
・
出
石
井
田
正
昭

（あ
ゆ
む
山
の
会
）

企
画
委
員
長
　
　
　
　
・
・村
岡
　
正
巳

（加
須
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）

５
９
国
体
実
行
委
員
長
‥
平
沼
　
伸

一

（小
川
山
の
会
）

※
新
設
‥
企
画
委
員
長
挨
拶

・
埼
玉
岳
連
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
化

・

組
織
の
強
化

・
財
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

・
国
体
向
け
ミ
ニ
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成
等
を
行
い
今
年
度
の
事
業
展
開
を
し
た
い
。

※
注

（氏
名
は
専
門
部
局
長
及
び
委
員
長

・
所
属
会
名
）

※
質
疑
な
し

。
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認

・
可
決

第
５
号
議
案
‥
平
成
１
６
年
度
予
算
案
‥
加
藤
事
務
局
長
よ
り
説
明

※
質
疑
な
し

・
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認

・
可
決

そ
の
他
‥
加
藤
事
務
局
長

・
補
足
説
明

山
岳
連
盟
業
務
組
織

・
所
属
確
定
理
事
の
み
委
員
会
名
簿
に
積
載

加
盟
団
体
加
入
の
件

・
１
６
年
度
は
報
告
済
み
６
０
団
体
で
ス
タ
ー
ト

国
体
競
技
役
員
養
成
研
修
会
の
件

・

国
体
日
程
変
更
の
件

。
開
始
式
の
中
止
、
総
合
開
会
式
へ
の
参
加
等

※
質
疑
‥
小
高
氏
よ
り
理
事
の
変
更
依
頼
あ
り

他
の
質
疑
な
し

・
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認

・
可
決

会
議
終
了
に
伴
い
‥
議
長
の
任
を
解
く
。

５

・
閉
会
の
言
葉
‥
森
下
副
会
長

‥
高
体
連
と
の
連
携
融
合
を
深
め
県
岳
連
の
発
展
を
―

（埼
玉
県

・
高
体
連
加
盟
団
体
数
約
９
０
校

・
全
国
第

一
位
）

平
成
１
６
年
５
月
２
９
日

議
事
録
署
名
人
‥
正
　
加
藤
　
｛昌
之

‥
副
　
岩
井
田
正
昭
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【ＨⅣ”ヽ
計一ヽ
】

企
画
委
員
長
　
村
岡
正
己

ス
キ
ー
場
で
リ
フ
ト
の
順
番
を
待
っ
て
い
る
と
崖
か
ら
エ
ク
ス
ト
リ
ー

ム
の
奴
ら
が
飛
び
降
り
て
く
る
。
１
５
メ
ー
ト
ル
以
上
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

上
手
く
着
地
す
る
者
、
す
っ
ぽ
り
と
深
雪
に
埋
る
者
。
そ
し
て
上
手
く
い

っ
た
奴
に
は
拍
手
、
失
敗
し
た
奴
に
は
ブ
ー
イ
ン
グ
で
応
え
る
。
こ
れ
は
、

私
が
ウ
イ
ス
ラ
ー
の
ザ

・
ピ
ー
ク
と
い
う
リ
フ
ト
乗
り
場
で
見
た
光
景
。

「気
持
ち
よ
く
遊
ぶ
」
が
演
じ
る
も
の
と
そ
の
周
り
で
見
る
も
の
が
上
手

く
融
合
し
て
い
る
。
日
本
の
ス
キ
ー
場
の
中
で
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
。

こ
ん
な
イ
ケ
イ
ケ
の
奴
ら
を
温
か
く
見
守
れ
る
の
は
、
冒
険
へ
の
敬
意
な

の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ゲ
レ
ン
デ
を
降
り
る
と
ホ
テ
ル
で
は
な
く
、
カ
フ

ェ
バ
ー
ヘ
直
行
。
そ
こ
で
今
日
の
成
果
を
自
慢
す
る
。
こ
こ
で
は
、
ス
キ

ー
以
外
の
話
で
も
盛
り
上
が
る
。
彼
ら
は
、
色
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

を
こ
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
を
と
こ
と
ん
楽
し
む
こ
と
も
上

手
だ
。

「
Ｖ
」
何
日
か
は
、
天
気
が
悪
そ
う
な
の
で
バ
ン
フ
に
移
動
し
て
、

ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
や
る
よ
」
「俺
た
ち
は
明
日
は
グ
レ
ー
ト
ウ
ォ
ー

ル

（ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
）
で
過
ご
す
よ
」
、
な
ん
て
話
も
で
て
く
る
。

こ
ん
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
の
は
、
環
境
は
も
ち
ろ
ん
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
文
化
の
レ
ベ
ル
の
違
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
日
本
で
も
色
々
な
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

は
、
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
「山
歩
き
」
「沢
登
り
」
「岩
登
り
」
「冬
山
」

「
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」

「冬
季
登
攀
」

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」

「ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
」
「キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
」
「
Ｍ
Ｔ
Ｂ
」
「パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
」
「山
ス
キ
ー
」
「バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
」
「
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
」
「ト
レ

イ
ル
ラ
ン
」

・
・
・

あ
げ
れ
ば
限
き
り
が
無
い
。
但
し
こ
れ
ら
を
山
岳
会
と
し
て
ど
こ
ま
で
取
り

上
げ
て
活
動
の
一
環
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
今
ま
で
の
山
岳
会

的
な
概
念
で
は
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
も
あ
る
。
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
は
、
山

岳
関
係
の
団
体
か
い
別
の
競
技
団
体
へ
移
っ
て
い
っ
た
も
の
も
あ
る
。
ョ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
パ
ラ
の
山
岳
フ
ラ
イ
ト
は
、
山
岳
関
係
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
っ

て
い
る
そ
う
だ
。
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
も
同
様
。

今
日
本
で
は
、
山
岳
会
へ
の
入
会
者
が
減
少
。
そ
し
て
高
齢
化
の
進
行
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
ど
こ
か
の
国
と
同
じ
。
こ
れ
ら
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
多
様
化
の
な
か
で
山
岳
会
に
魅
力
を
感
じ
ら
れ
な

い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

今
回
埼
玉
山
岳
連
盟
に
企
画
委
員
会
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
事
業
を

ま
だ
具
体
的
に
発
表
す
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
埼
玉
岳
連
を

「時
代

に
即
し
た
も
の
へ
」
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
今
年
度
は
、
埼
玉
県
の
各
山
岳
会
の
現
状
把
握
を
行
い
、
埼

玉
岳
連
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
計
画
で
す
。

そ
し
て
こ
れ
ら
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
岳
連
加
盟
団
体
以
外

の
登
山
者
や
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
と
の
接
点
を
増
や
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
競
技
団
体
と
し
て
広
く
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
体
験
会
か
ら
日
本

一
を
競
う
競
技
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
普
及
活
動
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
事
業
を
各
委
員
会
と

合
同
で
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
「
）”

『
針
”
『

し
た
ば
か
り
の
企
画
委
員
会
、
非
力
で
す
が
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
埼
玉
岳
連
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

… …
1雌

埼玉岳連 田中会長の挨拶

田中会長を囲んで全評議員・理事の記念撮影 16年 度評議員総会会場にて
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平成16年度 埼玉県山岳連盟・加盟団体 h16年胡20日現在

Ю 団体名 所属岳連 代表者名 派遣理事名 事務局

1 川口市登山同好会 川口市 内野 操 花原 美寿 相沢 重夫

グループ・ド・ピオレ |1国市 鈴木 正広 鳥 辰克 菅野 修一

3
日産ディーゼル
山岳部 ‖口市 岩武 成秋 桜井 茂 岩武 成秋

川口市役所山岳会 ‖口市 庄 司 芳幸 境沢 孝弘 黒澤 岡り成

5 蕨ハイキングクラブ 蕨市 中澤 恒美 三ツ木達男 石塚 文雄

浦和山岳会 さいたま市 田中 文男 田中 文男 安島 雅文

7 浦和渓稜山岳会 さいたま市 掛 川 統 之 瀬藤 武 牧野 要雄

8 浦和山友会 さいたます 新井 逸夫 関根 善昭 関根 善昭

浦和西岳友会 さいたますヨヒ田 紘一 渋谷 直克 渋谷 直克

1 あゆむ山の会 さいたま市 佐藤 求 野村 善弥 佐藤 求

浦和浪漫山岳会 さいたまTF 飯島 雄二 飯島 雄二 飯島 雄二

1 」ACSEM さいたま市 田口 憲司 金子 身雪 田 口 憲司

1 桜草山の会 さいたま市 芝田 信子 堀江 伸子 芝田 信子

l 遠峰山岳会 さいたま市 小沢 直宏 天野 賢一 天 野 賢一

l 大宮山岳会 さいたま市 除崎 達 塩谷 壽子 松崎 達

1 大宮岳稜会 さいたま市 石黒 明 鈴木 一美 東川 征夫

1 出曇荼宮
工場

さいたま市 卜川 晃 知久 隆 知久 隆

1
我逢人
信越山の会 さいたま市 山 口 定男 山口 定男 山 口 定男

を

撚
蛤

と

し

山
楽 さいたま市 原 秀夫 ※ 細田 倫範

桶川山の会 桶川市 森 良治 森 良治 森 良治

21 深谷山岳会 深谷市 武井 正男 加藤 富之 武井 正男

たらっぺ山の会 深谷市 井上 仁 福田 靖 坂田 文男

熊谷アルム
ハイキンク

゛
タラフ

゛ 熊谷市 ガヽ高 英 雄 武笠 正夫 小高 英雄

24 壁稜山岳会 熊谷市 宮田 征治 桜井 勝伸 宮田 征治

熊谷山岳会 熊谷市 長谷り|1 茂 長谷川 茂 長谷川 茂

熊谷岳友会 熊谷市 湯本 昇 石川 義伸 石川 義伸

熊谷中旅会 熊谷市 熊谷 季久 森田 啓太 熊谷 季久

恵流峰会 快父 逸見 昭三 瀬戸 朋義 逸見 昭三

吉田山岳会 秩父 井上信太郎 新井 時夫 宮本 功

両神山岳会 秩父 磯 田 芳男 斎藤 完 司 磯田 定志

※未確認

団体名 所属岳連 代表者名 派遣理事名 事務局

岩桜登高会 険父 小池 栄次 小池 栄次 士
ロ 仁

本庄山の会 本庄市 高橋 哲 也 黒沢 猛 小林 文武

〕ヨ槻岳友会 岩槻市 大平 征徳 仙波 義雄 中村喜三郎

越谷市山岳会 越谷 黒田 重晴 鈴木 正一 鈴木 正一

東部登高会 春日都市 原 久三 計良 寿彦 及川 五良

奥武蔵
ワンタ―゙フオーケ

゛
ル 飯能市 新井 宏 司 新井 宏司 新井 宏司

新電元工業山岳部 飯能市 澤田 正博 関口 実 関口 実

所沢市役所山の会 所沢市 粕谷 隆夫 ※ ※

エコー山の会 所沢市 内野 安登 除尾禎次良「松尾禎刻 [

東松山山岳会 東松山市 福田 義夫 ※ 福田 義夫

1 ボッシュ山岳部 東松山市 大澤 靖一 石川 浩行 石川 浩行

毛呂山山岳会 入間地区 平野 新一 野口 博 平野 新一

山岳同人埼玉 入間地区 尾崎 正義 リロ下 明男 柳 下 明男

小川山の会 小川町 森 田 富夫 平沼 伸一 久保 功夫

戸田山の会 戸田市 大野 幾雄 岩崎 繁夫 岩崎 繁夫

蓮田山の会 蓮田市 熊谷 潔 熊谷 潔 熊谷 潔

江南山の会 /1南町 瀬山 明 柳澤 吉伸 牛山美津子

高体連登山専門部 高体連 森下健七郎 大倉 至 大倉 至

カロ多買スホ―゚ツ
クライミンク

｀
クラフ

゛ し口須市 古峰 孝 村岡 正 己 村岡 正己

B7(ボ ルシチ) し口須市 矢萩 実 矢萩 実 矢萩 実

し1須市 土屋 正昭 土屋 正昭 土屋 正昭

本田技研
埼玉山岳部 単会 岩波 子L明 岩波 孔明 岩波 子し明

石つころの会 単会 澤田 光昭 漏尋本寸 昭男 長村 昭男

小鹿野山岳会 単会 柳原 政一 げ「原 政一 ※

MAS(MOm血
Athletes in Sが tama 単会 大谷 明 佐藤 豊 佐藤 豊

無名山塾 単会 岩崎 元郎 工藤 寿 人 岩崎 元11

獨協大学 :山岳会 単会 中川員ノ介 斉藤 尚之 松崎 淳

幸手山岳会 幸手市 長沼 勇 長沼 勇 金子 松美

城西大学・
体育会山岳部 入間地区 関 正太郎 ※ ※

埼玉医科大学・WV 入間地区 西条 聡 ※ ※

森の夢童武
倉J造センター 入間地区 横山伊佐夫 ※ ※
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【彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
山
岳
競
技
会
】

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

。
　

　

　

　

加
須
市
実
行
委
員
会

第
５
回
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｏ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
カ
ツ
プ
２
０
０
４

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
明
け
た
５
月
８
日
（土
）、
第
５
９
回
国
民

体
育
大
会
（彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
）山
岳
競
技
会
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
兼

ね
た
第
５
回
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｏ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
カ
ッ
プ
２
０
０
４
大
会
が
加
須

市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
日
秩
父
市
、
小
鹿
野
町
に
お

い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
縦
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
会
場
で
の
記
録

・
集
計

等
を
大
会
本
部
と
な
る
加
須
市
パ
ス
ト
ラ
ル
か
ぞ

・
へ
通
信
機
器
を
使

っ
て
の
テ
ス
ト
を
行
う
な
ど
本
番
を
想
定
し
た
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ

た
。
加
須
市
で
は
大
会
の
３
日
前
に
加
須
市
山
岳
連
盟
よ
る
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
に
つ
い
て
い
る
千
数
百
個
の
ホ
ー
ル
ド
外
し
か
ら
準
備

は
始
ま
り
、
ル
ー
ト
作
り
、
大
会
を
は
さ
ん
で
の
競
技
運
営
研
修
会
な

ど
あ

っ
と
い
う
間
の
６
日
間
で
あ

っ
た
。

脚̈悧喝
＾
も

力
明

』゙
昭
¨

ヽ
は

り
内

わ
場

。
た

勝
し

決
装

準
改

［第
５
回
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｏ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
カ
ツ
プ
２
０
０
４
大
会
の
規
模
］

□
参
加
選
手
‥
申
込
者
１
１
６
名
、
出
場
選
手
１
０
０
名
（１
都
１

８
県

北
は
岩
手
県
、
南
は
長
崎
県

ロ

カ
テ
ゴ
リ
ー
‥
ジ
ュ
ニ
ア
、
ビ
ギ
ナ
ー
、
ミ
ド
ル
、
エ
キ
ス
パ
ー

ト
（７
歳
か
ら
６
３
歳
）

□
　
競
技
役
員
‥
５
０
名
、
競
技
補
助
員
３
０
名

□
　
加
須
市
実
施
本
部
係
員
‥
約
１
２
０
名

総
合
計
３
０
０
名

初
め
て
の
試
み
と
し
て

１
１
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
会
場
の
様
子
を
パ
ス
ト
ラ
ル
か
ぞ
大
会
本
部

で
映
像
で
見
ら
れ
る
パ
ソ
リ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
の
設
置

２
‥
競
技
記
録
の
簡
略
化
と
仮
発
表
を
ス
ク
リ
ー
ン
映
像
。

３
‥
照
明
及
び
ス
ポ
ッ
ト
照
明
位
置
テ
ス
ト
の
実
施
。

な
ど
先
催
県
に
は
な
い
試
み
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
く
山
岳
先
進
県
埼

玉
ら
し
い
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
。
最
終
日
、
各
部
の
反
省
会
に
お
い

て
も
問
題
と
な
る
大
き
な
変
更
事
項
は
な
く
細
か
な
注
文
、
要
望
が
あ

っ
た
。
そ
の
中
で
い
く
つ
か
紹
介
す
る
と
例
え
ば
、
・
選
手
の
競
技
終
了

後
に
着
替
え
る
場
所
の
設
置

・
ス
ポ
ッ
ト
用
マ
ッ
ト
が
必
要
競
技
役
員

用
ウ
ェ
ア
ー
が
大
き
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
加
須
市
と
し
て
、
競
技
以
外
の
運
営
を
支
え
る
実
施
本
部
体

制
を
加
須
市
大
橋
助
役
を
本
部
長
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
市
職
員
等
１
２
６
名
で
組
織
し
た
。
こ
こ
で
も
各
部
各
班
で
反

省
事
項
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
特
に
開
会
式
に
つ
い
て
は
受
付
↓
開
会
式

↓
競
技
開
始
と
い
っ
た
流
れ
が
う
ま
く
伝
わ
ら
ず
、
式
典
内
容

・
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
、
を
見
直
し
整
然
と
し
た
式
典
（本
大
会
で
は
歓
迎

式
）と
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
現
在
、
市
で
は
今
回
の
リ
ハ

ー
サ
ル
大
会
で
の
各
関
係
者
か
ら
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
整
理
し
、
１

０
月
に
迫

っ
た
本
大
会
に
向
け
て
再
出
発
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
選
手
が
存
分
に
力
が
発
揮
で
き
、
観
客
の
皆
さ
ん
に
は
気
持

ち
よ
く
観
戦
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
体
制
を
整
え
、
本
国
体
の
成
功
に

結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。

今
後
と
も
埼
玉
県
山
岳
連
盟
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
を
以
前
に
も
増
し

て
お
願
い
し
た
い
。

実施本部 も開店・事務局も緊張が高まる
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【第
８
回
秩
父
武
甲
山
登
山
競
走
大
会
開
催
】

５
月
８
日
（土
）
、
第
８
回
秩
父
武
甲
山
登
山
競
走
大
会

（彩
の

国
ま
ご
こ
ろ
国
体
山
岳
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
）
が
秩
父
武
甲
山

縦
走
競
技
会
場
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

曇
り
空
で
向
か
え
た
当
日
は
、
国
体
本
大
会
を
控
え
た
選
手
た
ち

が
全
国
か
ら
集
結
し
、
ス
タ
ー
ト
会
場
の
影
森
小
学
校
か
ら
武
甲

山
山
頂
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
競
技
役
員
、
競
技
補
助
員
を
は
じ
め
、
秩
父
市
実
施
本
部

係
員
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
協
力
員
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
、
本
番
さ

な
が
ら
、
運
営
に
携
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

秩
父
市
で
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

た
こ
ろ
は
、
羊
山
公
園
の
芝
桜

へ
の
来
客
数
が
９
８
万
人
を
突
破

し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
し
た
選
手
の
中
に
は
、
芝
桜
の
風
景
を
武
甲

山
山
頂
か
ら
ご
覧
い
た
だ

い
た
方
も
い
ら
し
た
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
振
り
返
り
、
１
０
月
に
行
わ
れ
る
本

大
会
が
さ
ら
に
よ
り
よ
い
も
の
と
な
り
、
成
功
を
お
さ
め
ら
れ
る

よ
う
本
大
会
に
向
け
、
各
関
係
機
関
等
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

今
後
も
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
秩
父
市
実
行
委
員
会

・
担
当
者
）霧の中を劇走 !ゴ ールをめざす

Tlコース途中のアクシテ
゛
ントに備え応急手当のリルサル風景

指導する遭対・恵講師とスタッフ達

【リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
終
え
て
】

″

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
小
鹿
野
町
実
行
委
員
会
　
島
崎
　
健
司

５
月
８
日

（土
）
に
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
山
岳
競
技
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
兼
埼
玉
県
国
体
選
手
選
考
会

（小
鹿
野
町
観
音
山
登
山
競
技

大
会
）
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
に
終
了

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

当
日
は
時
折
薄
日
が
差
す
と
い
う
選
手
に
は
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
と
な
り
少
年
男
子
が
午
前
１
０
時
に
、
少
年
女
子
が
午
前
１
０

時
３
０
分
に
日
尾
運
動
場
を
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
し
、
新
緑
の
観
音

山
を
舞
台
に
秋
の
本
大
会
の
出
場
を
懸
け
た
戦
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

大
会
に
は
地
元
小
鹿
野
高
校
か
ら
も
３
名
の
選
手
が
出
場
し
、
各
地

点
か
ら
送
ら
れ
る
通
過
情
報
に
よ
り
小
鹿
野
高
校
の
高
田
博
文
選
手

が
先
頭
通
過
の
放
送
を
聞
く
た
び
に
会
場
か
ら
大
き
な
声
援
と
拍
手

が
起
こ
り
ま
し
た
。
結
果
は
、
少
年
男
子
は
小
鹿
野
高
校
の
高
田
博

文
選
手
が
圧
倒
的
な
強
さ
で
見
事
優
勝
し
、
本
大
会
に
向
け
て
埼
玉

県
強
化
選
手
に
選
ば
れ
、
強
化
委
員
長
の
大
谷
先
生
よ
り
記
念
の
ザ

ッ
ク
と
鉛
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
少
年
女
子
は
不
動
岡
高
校
の

葛
西
紘
子
選
手
が
強
化
選
手
の
実
力
を
発
揮
し
優
勝
し
ま
し
た
。

今
大
会
は
秋
の
本
大
会
を
見
据
え
た
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
も
あ
り

競
技
役
員
の
運
営
研
修
会
で
も
あ
り
ま
す
。
日
尾
運
動
場
で
は
テ
ン

ト
の
配
置
や
周
辺
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
本
番
と
同
様
な
準
備
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
町
職
員
で
構
成
す
る
実
施
本
部
係
員
や
、
競
技
運

営
の
補
助
員
な
ど
総
勢
約
３
０
０
人
の
方
々
に
、
ご
協
力
を
頂
き
ま

し
た
。
今
回
、
初
め
て
縦
走
競
技
を
見
る
方
も
多
か

っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
競
技
の
流
れ
や
役
員
個
々
の
動
き
な
ど
多
少
な
り
と
も
理
解

出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
会
を
終
え
て
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
反
省
会
を
行

い
ま
し
た

が
各
役
員
か
ら
多
く
の
反
省
事
項
や
問
題
点
を
出
さ
れ
、
本
大
会
に

向
け
て
多
く
の
課
題
も
判
明
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
Ｔ
２
競
技
役
員

と
連
携
を
図
り
な
が
ら

一
つ
一
つ
問
題
を
解
決
し
、
秋
の
本
大
会
で

は
全
国
か
ら
訪
れ
る
監
督

・
選
手
を
心
か
ら
迎
え
、
思
い
出
に
残
る

大
会
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

T2スタート会場にて開会式を行う関係者
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【加
須
の
壁
】

堀

創

私
が
、
こ
の
加
須
の
壁
を
コ
ン
ペ
で
登
っ
た
の
は
今
回
が
、
３
回

目
だ
。
１
回
目
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
て
ま
だ
間
の
な
い
頃
に
出
た

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
だ
。
大
き
な
ア
リ
ー
ナ
の

一
面
を
占
め
る
ウ

ォ
ー
ル
の
大
き
さ
に
び
つ
く
り
も
し
た
し
、
こ
の
壁
で
練
習
で
き
る
加

須
の
人
た
ち
が
う
ら
や
ま
し
く
も
思
え
た
も
の
だ
。
そ
し
て
昨
年
は
、

初
め
て
加
須
カ
ッ
プ
に
出
場
し
た
。　
一
般
の
人
た
ち
も
参
加
す
る
大
き

な
大
会
で
の
決
勝
進
出
を
目
標
に
頑
張

っ
た
。
目
標
ど
お
り
予
選
は
突

破
し
た
も
の
の
、
決
勝
で
は
自
分
の
気
持
ち
を
高
め
ら
れ
ず
に
自
分
ら

し
い
登
り
が
で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
が
残

っ
た
。

今
回
の
加
須
カ
ッ
プ
出
場
に
あ
た
り
、
私
は
、
勝
つ
こ
と
に
は
こ
だ
わ

ら
ず
、
登
る
こ
と
自
体
を
楽
し
む
こ
と
を
目
標
に
し
た
。
そ
れ
は
今
ま

で
の
コ
ン
ペ
で
は
、
プ
レ
ッ
シ
ヤ
ー
に
負
け
た
り
、
冷
静
さ
に
欠
け
た

り
し
て
、
自
分
の
力
を
発
揮
し
き
れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
。

そ
の
ル
ー
ト
を
見
て
登
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
、
し
か

も
冷
静
に
登
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
結
果
は
後
か
ら
着
い
て
来
る
の
だ

と
思
う
。
そ
の
た
め
、
普
段
の
練
習
で
も
、
楽
し
く
登
る
こ
と
を
心
が

け
て
き
た
。
岩
場
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も
た
く
さ
ん
楽
し
ん
で
き
た
。

も
ち
ろ
ん
、
足
使
い
の
練
習
や
保
持
力
、
持
久
カ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
練

習
は
続
け
て
き
た
。
大
会
で
は
、
予
選
は
オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
落
ち
着
い
て
登
れ
た
の
で
完
登
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

決
勝
で
は
、
予
選
の
ミ
ス
の
反
省
で
、
オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
集
中
し

た
結
果
、
な
ん
と
な
く
完
登
で
き
る
よ
う
な
い
い
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て

登
る
こ
と
が
で
き
た
。
ル
ー
ト
は
加
須
の
大
き
な
ウ
オ
ー
ル
を
生
か
し

た
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
長
い
も
の
で
、
心
の
中
で

「
レ
ス
ト
し
て

い
け
」
と
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
登
っ
た
。

そ
し
て
、
ス
ー
パ
ー
フ
ア
イ
ナ
ル
。
初
め
て
の
ス
ー
パ
ー
フ
ア
イ
ナ
ル

に
、
不
安
と
ど
ん
な
課
題
な
の
か
と
い
う
わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち
と
が

混
ざ

っ
た
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ヨ
ン
を
含
め

８
分
で
登
る
と
い
う
初
め
て
の
ル
ー
ル
に
戸
惑

っ
て
ル
ー
ト
を
的
確
に

読
む
こ
と
が
で
き
ず
に
ト
ラ
イ
し
て
し
ま
い
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
落
ち

て
し
ま

っ
た
が
、
結
果
は
優
勝
。

う
れ
し
か
っ
た
。
こ
の
秋
に
は
、
い
よ
い
よ
こ
の
加
須
の
ウ
オ
ー
ル
で

国
体
が
開
か
れ
ま
す
。
私
は
中
学
生
の
た
め
、
ま
だ
出
場
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
宮
城
県
チ
ー
ム
を
含
め
選
手
の
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
祈

っ
て
い

ま
す
。

※
編
集
注
　
ク
ラ
イ
ヽヽ
ンヽ
グ
・カ
テ
ゴ
リ
ー
・エ
キ
ス
パ
ー
ト
・優
勝

【リ
ハ
ー
サ
ル
国
体
の
感
想
】

鴻
巣
高
等
学
校
山
岳
部
　
金
井
　
健

一

私
は
、
５
９
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
（Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｏ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
カ
ツ
プ
２
０

０
４
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
）
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
今
ま
で
練
習
し
た
成
果
を
全
て
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
た
、

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
優
勝
で
き
た
こ
と
も
嬉
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
自

分
の
力
を
全
て
出
し
切
れ
た
こ
と
が
、
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

私
は
こ
の
優
勝
に
よ
っ
て
か
な
り
自
分
の
力
に
、
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
様
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
結
果
に
満
足
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

私
に
は
５
９
国
体
に
選
手
と
し
て
出
場
す
る
と
い
う
最
終
日
標
あ
る
か

ら
で
す
。
国
体
に
出
場
す
る
た
め
に
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル

は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
は
ま
だ
ま
だ
実
力
、
経
験
共
に
不
足
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
優
勝
で
得
た
自
信
を
バ
ネ
に
、も
っ
と
も
つ
と
練
習
を
重
ね
、国
体
に

出
場
で
き
る
だ
け
の
実
力
と
、
経
験
を
付
け
て
い
き
た
い
、
と
思
い
ま
す
。

※
編
集
注
　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

・
カ
テ
ゴ
リ
ー

・
ミ
ド
ル
・
優
勝

【あ
と
４
手
】　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤

太
一

あ
と
４
手
、
私
は
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
も
触
れ
た
こ
と
も
な
い
ホ

ー
ル
ド
を
目
に
し
た
。
黒
く
横
に
細
長
い
ホ
ー
ル
ド
だ
。

あ
と
４
手
で
完
登
な
の
に
、
今
も

っ
て
い
る
ホ
ー
ル
ド
か
ら
か
な
り

遠
い
。
腕
が
パ
ン
プ
し
て
き
た
。
こ
れ
で
落
ち
る
ぐ
ら
い
な
ら
と
私

は
持

っ
て
い
る
ホ
ー
ル
ド
か
ら
思
い
き

つ
て
上
の
ホ
ー
ル
ド
に
飛
び

つ
い
た
。
結
果
、
黒
い
ホ
ー
ル
ド
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
ず
私
は

落
ち
て
し
ま
い
完
登
を
逃
が
し
た
。
フ
ア
イ
ナ
ル
が
終
わ

つ
た
。

私
は
普
段
、
宮
城
に
あ
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム

・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
い
る
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
て
、
ま
だ
半

年
だ
が
完
全
に
そ
の
と
り
こ
に
な
っ
て
、
楽
し
く
て
、
楽
し
く
て
し

ょ
う
が
な
い
。
今
回
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
出
場
し
た
の
は
、
他
の

人
の
、
登
り
を
見
た
い
と
い
う
理
由
と
自
分
が
ど
れ
だ
け
登
れ
る
の

か
が
楽
し
み
で
出
場
し
た
。
周
り
の
人
は
上
手
な
人
が
多
く
て
と
て

も
勉
強
に
な
っ
た
大
会
で
あ
つ
た
。
特
に
エ
キ
ス
パ
ー
ト
部
門
の
フ

ァ
イ
ナ
ル
は
、
１
５
人
と
い
う
大
勢
で
行
わ
れ
と
て
も
自
熱
し
て
い

た
。
今
年
の
国
体
出
場
を
目
標
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
た
い
が
、

ま
だ
ま
だ
自
分
に
は
力
不
足
で
、
課
題
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
た
大

会
で
あ
つ
た
。
と
て
も
有
意
義
な

一
日
を
送
れ
て
と
て
も
楽
し
か
っ

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
お
礼
を
言
い
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
も

つ
と
も

つ
と
上
手
に
な
っ
て
ま
た
加
須
に
戻
っ
て
こ

ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
う
。

※
編
集
注
　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

・
カ
テ
ゴ
リ
ー

・
ビ
ギ
ナ
ー

・
優
勝

【Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｏ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
カ
ツ
プ
に
出
場
し
て
】

羽
鎌
田
　
直
人

僕
は
１
１
歳
で
す
が
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
て
約
８
年
に
な
り

ま
す
。
コ
ン
ペ
テ
イ
シ
ョ
ン
に
出
場
す
る
よ
う
に
な

っ
て
１
年
ほ
ど

に
な
り
、
今
回
の
大
会
が
１
２
回
目
で
し
た
。

大
会
が
始
ま

っ
て
、
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
出
場
の
順
番

を
待

っ
て
い
る
と
き
、
だ
ん
だ
ん
緊
張
し
て
き
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
予
選
の
ル
ー
ト
は
、
思

っ
た
よ
り
簡
単
で
し
た
。
で
も
、

最
終
ホ
ー
ル
ド
に
指
先
し
か
か
か
ら
な
か

っ
た
と
き
ヒ
ヤ
ツ
と
し
ま

し
た
。
で
も
、
完
登
で
き
て
決
勝
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

決
勝
の
ル
ー
ト
は
、
あ
と
１
手
で
落
ち
た
の
で
悔
し
か

っ
た
の
で

す
が
、
そ
れ
で
も
優
勝
で
き
た
の
で
嬉
し
か

つ
た
で
す
。

僕
は
、
ま
だ
小
学
生
で
国
体
に
は
出
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
大

会
が
あ
る
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
す
る
子
供
が
増
え
て
、
数
年
後
の
国

体
に
参
加
す
る
仲
間
が
多
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

※
編
集
注

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

・
カ
テ
ゴ
リ
ー

。
ジ

ユ
ニ
ア

・
優
勝
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【リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
参
加
し
で
】
内
田

礼
子

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
前
日
に
武
甲
山
の
試
走
に
い
き
ま
し
た
。
初
め

て
登
る
山
だ

っ
た
の
で
ど
ん
な
コ
ー
ス
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら

登

っ
て
い
く
と
、
ま
ず
給
水
所
か
ら
の
ジ
ク
ザ
ク
に
登

っ
て
い
く
コ

ー
ス
に
驚
き
、
少
し
楽
に
な

っ
た
と
思

っ
た
ら
次
は
急
な
登
り
に
な

り
そ
こ
で

一
気
に
標
高
が
あ
が
る
の
で
選
手
に
と

っ
て
は
か
な
リ

ハ

ー
ド
な
コ
ー
ス
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
１
０
ｋ

ｇ
の
負
荷
を
背
負

っ
て
登
り
ま
し
た
が
非
常

に
き
つ
か

っ
た
で
す
。
で
も
と
て
も
す
ば
ら
し
い
コ
ー
ス
と
思
い
ま

し
た
。
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
だ
け
あ

っ
て
現
地
の
皆
様
に
は
と
て

も
親
切
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
秋

に
は
ま
た
埼
玉
の
武
甲
山
に
登
れ
る
よ
う
に
激
し
い
予
選
を
勝
抜
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
が
成
功
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願

っ
て
い

ま
す

※
編
集
注

。
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

・
成
年
女
子
縦
走
Ｔ
ｌ

・
優
勝

【山
岳
競
技
に
出
場
す
る
う
え
で
苦
労
し
た
こ
と
】

小
鹿
野
高
等
学
校
　
高
田
　
博
文

僕
が
山
岳
競
技
に
初
め
て
出
場
し
た
の
は
昨
年
の
１
１
月
１
６
日

に
開
催
さ
れ
た
大
会
で
し
た
。
そ
の
大
会
に
で
る
前
は
ど
ん
な
大
会

な
の
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
５
キ
ロ
の
お
も
り
が
入
っ
た
ザ
ッ
ク

を
背
負
な
が
ら
ま
と
も
に
走
れ
る
だ
ろ
う
か
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら

一
度
も
ザ
ッ
ク
を
担
い
だ
状
態
で
走
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
僕
は
あ
ま
り
山
道
を
走
る
の
が
得
意
で
な
か
っ
た
け

ど
、
あ
き
ら
め
ず
に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
大
き
な
ア
ク

シ
デ
ン
ト
が
起
こ
り
ま
し
た
。
走
っ
て
い
る
途
中
、
道
に
迷

っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
ゴ
ー
ル
し
た
と
き
は
川
越
東
高
校
の
九
橋
君
と
６

分
も
差
が
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
の
と
き
、
途
中
で
道
に
迷

っ

た
こ
と
が
今
で
も
悔
い
が
残
り
ま
す
。

僕
は
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ

っ
た
も
の
の
負
け
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
悔
し
く
て
、
そ
の
大
会
が
終
わ
っ
た
後
、
何
度
も
何
度
も
山
岳
コ

―
ス
を
走
り
ま
し
た
。
冬
は
い
ろ
い
ろ
な
大
会
に
参
加
し
て
走

っ
た

り
、
学
校
の
近
く
の
山
を
走
り
込
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

５
月
８
日
、
今
回
の
大
会
で
僕
は
ま
た
山
岳
競
技
に
参
加
す
る
こ
と

に
な

っ
た
の
で
す
。
丸
橋
君
に
は
今
度
こ
そ
勝
と
う
と
が
ん
ば
り
ま

し
た
。
ス
タ
ー
ト
し
た
と
き
、
僕
は
集
団
の
真
ん
中
で
し
た
。
最
初

の
山
を
登
る
と
き
、
横
に
並
ん
で
先
に
行
き
ま
し
た
。

昨
年
の
悔
い
が
残

っ
て
い
た
の
で
、
今
度
こ
そ
道
を
間
違
え
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
と
背
中
の
お
も
り
の
負
担
が
大
き

く
な
り
、
体
力
的
に
き
つ
く
な
り
ま
し
た
。
上
り
も
ペ
ー
ス
が
落
ち

て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
絶
対
優
勝
し
て
、
国
体
に
出
る
ん
だ
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。

昨
年
の
大
会
で
優
勝
し
た
相
馬
先
輩
の
タ
イ
ム
を
２
分
更
新
し
て

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
九
橋
君
も
や
ぶ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
つ
ら
い
練
習
に
耐
え
て
、
そ
し
て
、
大
会
で
よ
い
結
果
を
出

せ
た
の
で
、
今
ま
で
自
分
に
自
信
を
持
て
な
い
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
け

ど
、
少
し
自
信
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
体
で
は
お
も
り
に

耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
体
力
を
強
化
し
、
テ
ン
ポ
よ
く
走
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
み
ん
な
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
国
体
で
は
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

※

編
集
注

。
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

・
少
年
男
子
縦
走
Ｔ
２

・
優
勝

【
自

分

へ

の

挑

戦

】
　

　

　

　

　

　

葛
西

紘
子

今
回
の
リ
ハ
ー
サ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
応
援
や
サ
ポ
ー
ト
が
あ

っ
た
か
ら

だ
と
お
も
い
ま
す
。

私
の
家
か
ら
国
体
が
行
わ
れ
る
小
鹿
野
ま
で
は
と
て
も
遠
く
、
車
で

二
時
間
ぐ
ら
い
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
毎
月
行
わ

れ
る
練
習
会
に
参
加
し
、
コ
ー
ス
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
小

鹿
野
町
ま
で
送
り
、
登
り
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
顧
間
の

先
生
の
お
か
げ
で
す
。
そ
れ
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
と
も
に
練
習
を

や
っ
て
い
る
仲
間
が
い
る
こ
と
が
何
よ
り
も
心
強
く
、
自
分
を
支
え

て
い
る
も
の
だ
と
お
も
い
ま
す
。

競
技
の
中
で
も

っ
と
も
過
酷
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
縦
走
は
、
自
分

と
の
戦
い
で
す
。
し
か
し
、
走

っ
て
い
く
上
で
肉
体
的
に
も
精
神
的

に
も
つ
ら
く
な
る
観
音
山
の
頂
上
で
、
ふ
と
周
り
の
景
色
を
見
て
い

る
と
素
晴
ら
し
い
景
色
が
広
が

っ
て
い
て
、
と
て
も
清
々
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
登
り
き

っ
た
と
い
う
達
成
感
と
爽
快
感
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
景
色
や
山
頂
の
空
気

に
触
れ
ら
れ
る
の
で
疲
れ
が

一
気
に
解
消
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
体
験
で
き
る
の
は
縦
走
の
魅
力
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
ま
で
の
道
の
り
は
容
易
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

自
分
に
負
け
ぬ
よ
う
走
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

「縦
走
」
と
い
う
競
技
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
人
に
知

っ
て
も
ら
い
、
楽
し
さ
を
味
わ

つ
て
は

し
い
と
思
い
ま
す
。

※

編
集
注

。
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

・
少
年
女
子
縦
走
Ｔ
２

・
優
勝

留電彊罫銹|[二こ逸撃鷲鋪
つた
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【自
然
保
護
指
導
員
総
会
】
自
然
観
察
会
・研
修
会
報
告

県
岳
連
　
広
報
委
員
長
　
田石
井
田
正
昭

５
月
２
２
日
‥
川
越
～
秩
父
～
ぶ
ど
う
峠
～
四
方
原
山

（途
中

・
山
菜

採
取
）
採
取
し
た
山
菜

（こ
し
あ
ぶ
ら

・
ぜ
ん
ま
い

。
ワ
ラ
ビ

・
ウ
ド

・
山
葡
萄
の
芽
な
ど
）
～
信
濃
わ
ら
び
山
荘
‥
山
菜
料
理
食
事
‥
総
会

懇
親
会

５
月
２
３
日
…
朝
食
後

・
高
登
谷
山
観
察
班

・
下
山
班
に
分
か
れ
て
解

散
。

自
然
保
護
指
導
員
の
資
格
を
持
ち
な
が
ら

一
度
も
総
会
に
出
て
な
い
為
、

岳
連
報
の
取
材
を
か
ね
て
今
回
初
参
加
し
た
。
当
日

「
戸
田
山
の
会
」

岩
崎
会
長
の
車
に
乗
り
込
み
途
中
、
秩
父
市
役
所
前
で

「恵
流
峰
会
」

浅
見
さ
ん
と
御
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
内
を
抜
け
吉
田
町
よ
り

群
馬
県
側
を
経
て
、
ぶ
ど
う
峠
経
由
で
四
方
原
山
へ
向
か
う
。

標
高
１
５
０
０
Ｍ
ぐ
ら
い
の
静
か
な
山
間
を
抜
け
林
道
を
進
む
。
林
道

終
点
に
車
を
置
き
、
全
員
で
山
頂

へ
向
か
い
途
中
山
菜
を
取
り
な
が
ら

約
３
０
分
位
で
到
着
。
山
頂
で
小
休
止
帰
路
、
林
を
分
け
入
っ
て
山
菜

を
取
り
な
が
ら
下
山

（崖
縁
に
咲
い
た
山
芍
薬
に
出
会
う
）
途
中
、
浅

見
さ
ん
と
歩
き
な
が
ら
所
属
さ
れ
る

《
恵
流
峰
会
》
会
名
由
来
に
つ
い

て
大
変
貴
重
な
お
話
し
を
伺
い
、
楽
し
い
山
歩
き
だ

っ
た
。
山
荘
に
戻

る
。
山
荘
の
炊
事
場
に
て
岩
崎
会
長
の
用
意
し
た
道
具
で
山
菜
料
理
を

作
る
こ
と
に
な
り
、
全
員
で
手
際
よ
く
始
め
、
山
菜
の
ウ
ド
サ
シ
ミ

・

テ
ン
プ
ラ
料
理
に
舌
づ
つ
み
を
う

っ
た
。

Ｐ
Ｍ
５
‥
０
０
ご
ろ
後
発
の

「蓮
田
山
の
会
」
熊
谷
会
長
以
下
大
勢
が

到
着
。
持
参
し
た
山
菜
を
又
テ
ン
プ
ラ
に
す
る
。
山
菜
は
調
理
し
て
、

夕
食
後
の
懇
親
会
ツ
マ
ミ
に
す
る
。

総
会
に
は
県
内
か
ら
集
ま
っ
た
約
５
０
名
近
く
の
役
員

・
会
員
が
参
集

三
ツ
木
理
事
の
開
会
の
挨
拶
後
、
日
山
協

・
浅
見
副
委
員
長

《
恵
流
峰

会
》
の
来
賓
挨
拶
が
あ
り
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
１
号
議
案
か
ら
６
号

議
案
ま
で
成
立
し
約
２
時
間
の
総
会

・
研
修
会
は
終
了
。

研
修
会
の
中
で
は
環
境
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
、
問
題
提
起
が
あ

り
参
加
者
の
意
識
が
高
ま

っ
て
い
る
の
が
印
象
的
だ

っ
た
。
奥
武
蔵
清

掃
登
山
に
つ
い
て
も
忌
憚
な
い
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
以
下
の
話
題

が
だ
さ
れ
た
。

『ゴ
ミ
の
収
集
限
度

・
集
積
ゴ
ミ
の
処
理
方
法

・
下
山
駅
等
で
行
政
側

に
処
理
依
頼
済
み
な
の
か
、
出
来
な
い
場
合
の
車
内
持
込
、
自
宅
持
ち

帰
り
な
の
か
。
車
両
に
よ
る
行
動
の
場
合
の
想
定
な
の
か
説
明
不
足
で

あ
る
等
々
』
準
備
不
足
も
否
め
な
い
が
、
行
動
す
る
意
識
を
共
用
す
る

こ
と
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

又
、
浅
見
副
委
員
長
か
ら

【行
動
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で

す
、
も

っ
と
大
事
な
の
は
継
続
す
る
こ
と
で
す
】
と
お
話
を
戴
き
今
後

の
、
自
然
保
護
活
動
事
業
の
重
要
な
指
針
と
お
も
わ
れ
た
。

帰
路
、
山
口

（自
然
保
護
委
員
長
）

・
柳
下

（自
然
保
護
常
任
委
員
）

両
氏
と
色
々
な
岳
連
の
古
い
お
話
が
出
来
、
大
変
有
意
義
な
２
日
間
だ

っ
た
。

参
加
者
は
桜
草
山
の
会

・
芝
田
以
下
９
名
、
蕨
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

・

中
澤
以
下
４
名
、
浦
和
渓
稜
山
岳
会

・
中
日
、
山
岳
同
人
埼
玉
‥
柳
下
、

エ
コ
ー
山
の
会

・
平
田
、
越
谷
山
岳
会

・
鈴
木
以
下
１
名
、
我
逢
人

・

信
越
山
の
会
‥
山
口
、
あ
ゆ
む
山
の
会

・
岩
井
田
、
蓮
田
山
の
会

・
熊

谷
以
下
８
名
、
石
っ
こ
ろ
の
会
‥
澤
田
以
下
３
名
、
大
宮
岳
稜
会
‥
鈴

木
以
下
１
名
、
戸
田
山
の
会
‥
岩
崎
以
下
１
０
名

委
任
状
‥
田
中
以
下
６
２
名
　
　
敬
称
略

《山芍薬》大変珍しい可憐な花です

バックの新緑が美 しい信濃わらび山荘のテラスにて全員集合 自然保護・研修会にて熱心に討議する参加者
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【秩
父

・
二
子
山
開
山
式
】

（兼

・
新
婚
山
頂
祝
福
式
）
に
参
加
し
て

４
月
２
９
日
に
行
わ
れ
た
第
１
８
回
二
子
山
開
山
式
に
小
鹿
野
山

岳
会
よ
り
招
待
が
あ
り
、
戸
田
山
の
会

・
岩
崎
会
長
に
同
行
し
ま
し

た
。
登
人
よ
り
登
山
道
を
二
輪
草
の
群
生
が
満
開
の
股
峠
ま
で
上
が

り
、
会
場
受
付
に
は
小
鹿
野
山
岳
会
の
柳
原
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く

の
関
係
者
の
出
迎
え
戴
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
足
具
合
に
あ
わ
せ
て
山
頂

に
向
か
い
ま
し
た
。

戸
田
の
メ
ン
バ
ー
と

一
緒
に
ダ
イ
レ
ク
ト
尾
根
を
登
り
、
３
級
近
い

ボ
サ
の
岩
場
を
ほ
ぼ
垂
直
に
山
頂
ま
で
つ
め
上
が
り
、
会
場
地
に
移

動
し
ま
し
た
。
山
頂
に
近
い
一
坪
程
度
の
平
ら
な
場
所
に
す
で
に
祭

壇
が
設
え
ら
れ
、
狭
い
山
頂
、
左
右
に
人
の
群
れ

（約
１
０
０
人
以

上
）
、
開
式
直
前
に
県
岳
連
の
、
加
藤
事
務
局
長
が
ソ
ロ
で
中
央
稜

を
登
攀
し
合
流
、
快
晴
無
風
の
五
月
晴
れ
の
中
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

や
が
て
地
元
宮
司
が
祭
壇
の
前
で
祝
詞
を
さ
さ
げ
開
山
の
御
祝
い

・

安
全
登
山
を
祈
り
ま
し
た
。
地
元

・
小
鹿
野
町
長
を
始
め
、
教
育
委

員
会

・
警
察

・
消
防
関
係
者
の
玉
串
に
続
き
地
元
山
岳
連
盟
及
び
県

岳
連
関
係
者

（岩
崎

・
大
野

・
三
ツ
木

・
熊
谷

・
加
藤

・
岩
井
田
）

が
続
き
ま
し
た
。
開
山
式
を
終
え
た
後
、
引
き
続
き
祝
福
式
が
行
わ

れ
二
組
の
新
婚
夫
婦
の
お
祝
い
祈
願
、
が
あ
り
大
勢
の
見
守
る
中
、

祝
詞
を
受
け
、
玉
串
を
さ
さ
げ
て
無
事
終
了
、
狭
い
山
頂
に
て
祝
い

酒
を
回
し
の
み
し
、
山
頂
を
後
に
し
ま
し
た
。

途
中
西
岳
の
フ
ェ
ー
ス
下
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
中
の
元
会
員
に
ば

っ
た

り
遭
遇
、
近
況
を
話
し
て
下
山
。
何
年
ぶ
り
か
の
二
子
山
に
、
必
死

に
登
っ
た
中
央
稜
を
ま
た
挑
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
後
に
し
ま
し
た
。

か
っ
て
の
ア
ッ
プ
下
降
ル
ー
ト
は
整
備
さ
れ
、
頑
丈
な
ス
テ
ン
レ
ス

ア
ン
カ
ー
や
鎖
が
要
所
に
固
定
さ
れ
、
安
全
な
ル
ー
ト
に
な

っ
て
い

ま
し
た
。
ロ
ー
ソ
ク
岩
上
部
も
整
備
さ
れ
、
登
り
易
く
な
っ
た
そ
う

で
す
。

”ヨ
一
８̈
川
越

・
”ヨ
〓
８̈
股
峠

・
”ヨ
３
一８
山
頂

・

ｏ
ヨ
い
８̈
下
山

・
ｏ
日
、
８̈
寄
居
ソ
ロ

・
山
返
し
ｏ
ヨ

，
８

・
川
越

平
成
１
６
年
４
月
２
９
日

さ
い
た
ま
市
岳
連
　
あ
ゆ
む
山
の
会
　
岩
井
田
　
正
昭

群
馬
県
山
岳
連
盟
よ
り
左
記
の
御
案
内
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
山
岳
連
盟
事
務
局

【群
馬
県
山
岳
連
盟
　
新
役
員
】

平
成
１
６
年
５
月
２
９
日

会
　
長
　
・
・星
野
　
光

副
会
長
　
・
・田
中
　
成
幸
、
羽
野
　
順

一
、

（新
任
）
角
田
二
三
男

監
　
事
　
・
・竹
山
　
繁
雄
、
水
野
金
太
郎

理
事
長
　
・
・名
塚
　
秀
二

副
理
事
長
‥
佐
藤
　
光
由
、
小
林
　
達
也

常
任
理
事
‥

（会
計
）　
　
　
　
　
　
　
八
木
原
囲
明

常
任
理
事
‥

（総
務
部
長

・
事
務
局
長
）
女
屋
　
等
志

常
任
理
事
‥

（編
集
部
長
）　
　
　
　
　
岡
安
　
茂
能

常
任
理
事
‥

（遭
難
対
策
部
長
）　
　
　
松
永
　
幸
雄

常
任
理
事
‥

（登
山
指
導
部
長
）　
　
　
阿
部
　
源

常
任
理
事
‥

（国
体
部
長
）　
　
　
　
　
赤
松
　
久
宇

常
任
理
事
‥

（海
外
登
山
部
長
）

（新
任
）
剣
持
　
典
之

常
任
理
事
…

（自
然
保
護
部
長
）　
　
　
小
泉
　
俊
夫

常
任
理
事
‥

（事
業
部
長
）　
　
　
　
　
長
谷
川
　
勇

常
任
理
事
‥

（ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部
長
）
　

堀
越
　
利
通

特
別
会
員
‥
関
卓
榮
、
齊
藤
　
一二
郎

事
務
所
　
・
・
（事
務
局
）
女
屋
　
等
志
　
一削
橋
市
堀
之
下
町
４
９
４

・
２

Ｔ

Ｅ
Ｌ

　
０

２

７

・
２

６
９

・
４

５
７

０

　
Ｆ
Ａ

Ｘ

２
６

９

・
４

５
８
３

【編
集
後
書
】

リ
ハ
サ
ー
ル
大
会
も
無
事
終
了

・
各
実
行
委
員
会
お
よ
び
優
勝
選
手
か
ら

沢
山
の
感
想
文
、
写
真
を
戴
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
現
場
か

ら
、
選
手
か
ら
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

ま
も
な
く
迎
え
る
本
大
会
に
向
け
て
、
新
た
な
気
構
え
を
も

っ
て
望
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

閑
話
休
題

休
日
を
利
用
し
て
日
和
田
山
ヘ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
て
ら
自
転
車
で
往
復
し

て
き
た
、
雨
あ
が
り
の
せ
い
で
珍
し
く
岩
場
に
は
、
殆
ん
ど
人
が
い
な
く

女
岩

。
男
岩
を
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
で
独
占
。
忘
れ
か
け
た
ム
ー
ブ
も
何
と
か

お
も
い
だ
し
た
。
一

《ヨ
■̈
”い０
”◎
ヨ
Ｅ
奎
∞
ざ
ぎ
Ｒ
」ｏ
》

快晴の山頂で行われた開山式で祝辞を述べる加藤事務局長日和田山・男岩上部クラックに挑む


